       社会科単元指導案                          指導者  川瀬健一・片山 真

１．分野・単元     争いの果てにあるものは…？（室町②）

２．単元目標      （１）商工業の発展を背景とした社会諸集団の「自立救済」の動きが下剋上の世の背景にあったことを知る。

　　　　　　　　　（２）際限のない「自立救済」ではなく、法の下での平和を希求する動きが生まれ、それが秀吉・家康による統一へと導いたことを理解する。

３．単元の指導観  幕藩体制下の庶民・とくに農民は厳しい統制下に置かれ、武士が専制的な政治を行ったかのように言われているが、これは完全な間違いである。幕藩体制は大名権力の統制と武士階級の統一によって、「法の下における平和」とも呼ぶべき諸階級の共存の体制であり、武士・役人の非法に対しては所定の司法手続きをとれば公の裁判を受けられる仕組みになっており、町や村はその住民の組織によって基本的に自治が行われる仕組みだった。そしてこれは「下剋上の世」と呼ばれた戦国の世の長い葛藤をへて、社会諸階級が「自力救済」の権利を放棄し、「法」とそれを執行する幕藩権力にさまざまな利害の調整を委任した結果である。下剋上の実態をふまえ、秀吉の「刀狩」をシュミレーションすることを通じて、幕藩体制成立の社会的な合意の過程を追体験させてみたい。

４．指導計画

時
課題
生徒の活動

１
ここ掘れワンワン（下剋上の背景①―農業・商工業の発展）
１市の開催回数の変化から、その背景となっている農業生産の発展と工業の発展・商業の発展をつかみその実相を知る。

２農業については「協業」（＝惣村による共同作業）の進展と農業方法の発展（＝牛馬耕作やかんがい施設など）を具体的におさえる。

３農業の発展を基礎に商工業も発展し、商品経済を基本とした社会が成立していたことをつかむ。

２
一味同心（下剋上の背景②―自力救済の社会のしくみ）
１土一揆の主体となった「惣村」は地侍や有力農民を指導者とし寄り合いによって決定された「法＝掟」によって内部の結束をはかった自治組織であったことを知る。

２町の自治も同様に町衆を中心とした寄り合いによって決定した掟で結束した自治組織であった事を知る。

３こうした自治組織の力が「土一揆」となったり「座」を結成したりして自己の利益を守っていたことをつかむ。

３
武士にとって大切なものは？（戦国大名の登場）
１戦国大名は領国の平和を維持する責務を果たす中で惣村・惣町の武力を解体し、領国の統一を図ろうとしたことをつかむ。

２しかし町や村の自治を解体しようとしたわけではなく町や村の商業活動や農業活動には介入せず、村や町の自治は認め、商業や農業の発展に努めていたことをつかむ。

３戦国大名が統制に苦心したのは武士であり、武士をを農村から切り離し、直接武力としてはあくしようとしたことを「家法」を学ぶことでつかむ。

４ 以上の基本性格を戦国の世を統一への端緒を開いた織田信長の事跡をつうじて具体的に学ぶ。 

４
鳴かぬなら殺してしまえ…（下剋上の実態―殺戮と人身売買の世界）


１領国の平和を実現しようとする戦国大名にとって、領地を拡大しようとする他の戦国大名との争いと荘園を維持しようとする貴族（寺社）＝土一揆との戦いが大きな障害になっていたことに気づく。。

２戦国大名どうしの戦いは、苅田狼藉・放火・人攫いなど町や村を根こそぎ刈り取る総力戦であったことをつかむ。

３土一揆に対しては抵抗しなければ村や町の自治を認めたが抵抗した場合は皆殺しで対するしかなかったことを信長の戦いを通じて学ぶ（楽市・楽座令はこの戦いに対貴族の戦略の一つとして確認する）。

５
国土安全・万民快楽（秀吉の平和―シュミレーション「刀狩に従うか否か」）
１全国統一を果たした秀吉は、諸大名に対して領土拡大の戦争を禁ずるとともに、農民に対して「刀狩令」を出したことをつかむ。

２農民の立場に立って、刀狩令を受け入れるか否かを討論することにより、秀吉が目指した「法の下での平和」の意味をつかむと共に、時代の転換期の人々の考え方をつかむ。

６
「平和」の代償は？（「平和」への苦闘―朝鮮侵略と関ケ原）
１「法の下での平和」の確立には長い時間と戦いとがあったことをつかむ。

２秀吉の平和は諸大名の対立を一次的に止めただけであり、膨大な失業者（＝武士）を生みだし、内部に激しい不満を呼んでいたことに気づく。

３この不満の解消のために朝鮮侵略がなされたがこれはかえって秀吉政権を瓦解させ、その後の関ケ原・大阪の陣の戦いをつういじて諸大名の勢力の再編成がなされ、ようやく「法の下の平和」が成立したことをつかむ。  

７
百姓は年貢さえ払っておれば…？（「法の下」における平和―幕藩体制の基礎構造）
１幕藩体制は、大名武士を統制することで「平和」を維持していた体制であることをつかむ。

２農・工・商の庶民に対しては、村や町の自治を認め、大名・武士に非法な行いがあったときは、定法にのっとって訴えれば解決できる仕組みであったことをつかむ。

３各地で農業・商工業を発展させるための大規模な公共事業が行われ、経済の発展と人々の暮らしの安定が図られていたことをつかむ。









５．評価規準

関心・意欲・態度
社会的な思考・判断
資料活用の技能・表現
知識・理解






社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一・片山 真

争いの果てにあるものは…？①

１．本時の目標　　①農業における協業の進展と農具や方法の進歩により農業生産が飛躍的に発展したことをつかむ。

　　　　　　　　　②農産物の増加を背景に商工業が発展し、商品生産と商品流通を基本とした世の中になっていたことをつかむ。

２．本時の指導観　近世江戸農村社会は「自給自足」経済下にあったかに言われているがそうではなく、幕藩体制が農村の商品経済を統制しようとした結果である。商品経済は鎌倉時代から発展し室町後期には支配的な経済体制となっていた。市の開催回数の増加という事実を手がかりに、その背景にある商品生産の増加と、それを可能にした農業における協業の進展と農業の工夫、そして農業生産の増加を背景とした職人の自立と商品経済の発展の過程を具体的につかませたい。そしてこのことが土民の蜂起に象徴される下剋上の基礎であったことに気づかせたい。

３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

市について

市の風景

商工業の発展と農民
鎌倉時代と室町時代では市はどう変わったかを考える

自分の考えをノートに書く

各自の意見を発表する

資料を読んで市と人々の関わりをつかむ

自分の考えをノートに書く

各自の意見を発表する

教科書を読み農業・商工業の発展の過程をつかむ
絵巻「福岡の市」を提示する

教科書で確認する。

商品生産の増加や金を得るために市に商品を持ちこむ人の増加が背景にあったことを確認する。

資料①市の風景を提示

卯明は

二毛作・牛馬耕作・灌漑施設の工夫・商品作物の導入・協業の進展など農民の工夫を絵巻などを使って確認する。

農民の生活が商品流通と密接な関係にあり農民がおおくの富を蓄えている可能性について補足する

４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


   社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一・片山 真

争いの果てにあるものは…？②

１．本時の目標　①下剋上の背景には「寄り合い」を最高決定機関とした村・町の自治の組織が存在したことをつかむ。

　　　　　　　　②この自治の組織は掟をつくって内部の結束を図ると共に外に対しては年貢の村請けや座による運上金上納などの方法で権利を獲得すると共に、非常時には集団で武装して戦っていったことを理解する。

２．本時の指導観　近世江戸期の町や村の自治は室町後期＝戦国時代に起源があり、寄り合いによる総意（一味同心）によって厳しい内部規制で団結が維持されていた。これは統一的権力の不在という状況の中で、村や町相互の争いや領主＝武士・大名との争いが自前の武力によって解決されていたことの結果である。山城の国一揆の意思決定の構造を分析する中から、この自治の仕組みに気づかせ、さらには惣として寺院や領主と取引することで自己の権利を守っていたことをつかませたい（町衆の自治も同様）。

３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

山城の国一揆について

村の掟について

自治の構造のまとめ
資料に基づき以下の問いに答える

各自の意見を発表する

資料を読み、厳しい内部規制にもとずきながら団結していたことをつかむ

各自の意見を発表する

教科書ｐ８６・８８・８３を読み自治の仕組みをノートにまとめる


資料集ｐ６２の資料を提示する

①国人（村に住む武士）の寄合い

②国中の土民の寄合い

で決定されていることを確認する。（国人は田植えの絵巻で確認）

資料②村の掟を提示する

領主＝寺院と結びついていることを確認する（寺は僧兵で武装していたこと、寺院と惣村の結合の一例に一向一揆があったことを補足）

村は年貢の惣請け、町は座による運上の上納による特権の獲得が行われていたことを確認



４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


  社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一・片山 真

争いの果てにあるものは…？③

１．本時の目標　①戦国大名は家臣団を農村から切り離し直接組織することで領国の安定をはかり、これを基礎に農業や商工業の発展をはかる政策をうち、商工業者や農民の支持を得て行ったものであることをつかむ。 

               ②以上の特質を、織田信長の事跡を具体的に学ぶことを通じてつかむ。

２．本時の指導観　  戦国大名は一般にそのはなばなしい戦闘の過程に注目され勝ちであるが、重要なことはその背景にあった社会・経済政策である。彼らは兵農分離と不可分なものとしての家臣団の集住によって領国の平和をはかり、これを基礎にして商工業や農業を発展させる政策を実施し、農民や商工業者の支持を得て行った。戦争すら領国の安定と平和の為に為されていたのである。この戦国大名の性格を、全国統一の足がかりをつくった織田信長の事跡を通じてつかませたい。

３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

戦国大名について

織田信長について考える

戦国大名が家臣をどのようにあつかっていたか考える

戦国大名とは何か？


既得の知識をもとに戦国大名について考える。

各自の意見を発表する

各自の意見をノートに書く

各自の意見を発表する

教科書を読み戦国大名とはなにかを考える

自分の考えをノートに書く

各自の意見を発表する


戦国時代＝下剋上の世を想起させ戦国大名とは何をした人々なのかを考えさせる。

信長の永楽銭の旗印を提示する

武器の購入だけではなく銭で家来を雇ったり、ほうびとして銭を与えたりしたことを補足する

小問いを設定：

なぜ家来に土地を与えないのか

（家法で補足する）

教科書ｐ８８・８９を提示

領国の平和と発展が戦国大名の目的であったことを確認する。



４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


   社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一・片山 真

争いの果てにあるものは…？④

１．本時の目標　①領国の平和を実現しようとする戦国大名にとって多くの障害があったことを学ぶ。

　　　　　　　　②それは、領土拡大をはかる他の戦国大名であり、既得権益を守ろうとする荘園領主とこれに結びついた土一揆（農・工・商）の自治の抵抗であった。

　　　　　　　　③これらの戦いは総力戦であり、皆殺しの消耗戦であったことを知る。

２．本時の指導観　一般の理解とは異なり、多くの戦国大名にとって戦争は領国内の平和を維持するためであった。それは領地を欲しがる家臣団をまとめるためであり、冬季に食料の不足する農村に出稼ぎと口減らしのためであった。しかしそれは戦場になった村や町にとっては「苅田狼藉放火人攫い」の消耗戦であり、相互に甚大な被害をもたらす。ここに商業の全国展開とともに統一への基盤があった。また戦国大名の領国の統一の前に立ちふさがったのは荘園領主とそれと連合した町や村の土一揆であった。そしてこの戦いはそれが大名権力の根幹を揺るがすものであり、抵抗されれば皆殺ししか仕方がなかった。この時間は、下剋上の以上の実態を信長の事跡を通じて学ぶとともに、統一へむけた人々の希求があったことをつかませたい。

３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

戦国大名とは？

全国統一への過程


ノートを手がかりに戦国大名のやったこととその目指したことを復習する

各自の意見を発表する

自分の考えをノートに書く

各自の意見を発表する

自分の考えをノートに書く

各自の意見を発表する

教科書ｐ１１２・１１３を読みノートにまとめる
前時のノートを確認する

資料③戦国大名の戦いで領地と口減らしだったことをつかませ、戦争の実態を確認する。

貴族には収入源の座や関所の廃止。土一揆にはしたがって自治を続けるか逆らって皆殺しになるかの選択が強制されたことを資料④信長の政策で補足する。

４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


   社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一・片山 真

争いの果てにあるものは…？⑤

１．本時の目標　①当時の農民の立場に立って「刀狩令」に従うか従わないかを考え討論する。

　　　　　　　　②秀吉の「惣無事令＝平和令」との関連で「刀狩令」をとらえ、秀吉の統一の持つ意味をとらえる。

２．本時の指導観　秀吉の統一は「刀狩令」に象徴されるように農民たちを土地に縛り付け支配したイメージが強い。しかし「刀狩令」は統一に伴う「惣無事令＝平和令」の一環であり、法の下での平和を志向したものであった。土民たちが武装して一揆をしてきたのは、領主階級の土地を巡る闘争により、国内の平和を守る統一的権力と法の不在により、生活が脅かされたからであり、村や町の自治を認めた秀吉の平和令は充分受け入れられるものであった。「刀狩令」を受け入れるか否かを農民の立場に立って討論することを通じて、「法の下の平和」や「自治」の意味をたらえなおさせたい。

３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

秀吉の統一の過程をつかむ

刀狩令について知る

刀狩令の意味を考える


教科書と補足説明を聞きながら、ノートの統一へのあゆみを完成する。

資料を読み意味をとらえる。

自分の考えをノートに書く

班で討論し、班の意見をまとめる

各班の意見を発表する

　　　

討論に基づき刀狩の意味をまとめる
教科書ｐ１１３の統一へのあゆみの年表をつかい補足する。

（四国・九州・関東奥羽の惣無事令が次々と出されたことを押さえる）

資料⑤惣無事令を提示。意味を考えさせる

資料⑥刀狩令を提示する

なぜ農民が武器を持ち一揆を行ってきたのかを想起させる。

農民が一揆をしなければならない状況があるのかないのかを考えさせる

４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


   社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一・片山 真

争いの果てにあるものは…？⑥

１．本時の目標　①検地と朝鮮侵略という秀吉の政策を知り、その意味を考える。

　　　　　　　　②以上の検討の過程で「法の下の平和」の確立には大名・武士の領地拡張欲という大きな障害があり、そのため朝鮮侵略・関ケ原・大阪の陣という５度の戦争が起きたことを理解する。

２．本時の指導観　秀吉の「法の下の平和」は多くの矛盾を抱えていた。諸大名の戦争は一時停止に過ぎず旺盛な領土拡張欲はつよく、このため朝鮮侵略が起こされた。そして検地によって確定された年貢高は収穫高の３分の２であり、朝鮮侵略に多数の農民や漁民が動員されたこととあいまち、再び農民たちの年貢支払い拒否や一揆が起きてしまった。したがって秀吉の死後朝鮮侵略は中止されたが、再び大名同士の戦争は開始され、関ケ原・大阪の陣をへて徳川氏による統一へと移って行った。本時は「法の下の平和」確立への生みの苦しみとも言えるこの過程を学習し、「平和」の障害が大名にあったことをつかませたい。

　３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

秀吉の政策を学ぶ

朝鮮侵略を学ぶ

江戸幕府の成立までの過程を学ぶ
教科書を読みノートの空欄に適切な語句を埋める

年表を読み侵略の様子をつかむ

自分の考えをノートに書く

各自の意見を発表する

　　　

自分の考えをノートに書く

各自の意見を発表する

教科書を読みノートの空欄に適切な語句を入れながら学ぶ
教科書ｐ１１４を提示する。

検地で決定した年貢高は収穫の３分の２であったことを補足

資料⑥朝鮮侵略を提示し、日本軍は朝鮮軍明軍に包囲され飢え死にに追い込まれたこと、その多くは農民と漁民であったことを補足

秀吉の平和は嘘であったことを想起させる

大名の領土拡張欲と大量の戦争失業者が背景にあったことを指摘する

資料⑦関ケ原と民衆を提示する



４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


    社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一・片山 真

争いの果てにあるものは…？⑦

１．本時の目標　①天下を再統一した家康は、なぜ大名たちの統制に心を配らねばならなかったのかを、幕府の仕組みや「武家諸法度」を通じて考える。

　　　　　　　　②幕府の大名統制の背後には、「国土安全・万民快楽」を求める農民・商人・職人たちの願いがあったことに気づく。

２．本時の指導観　幕藩体制の下では武士以外の人々は抑圧されていたというが、これは正しくない。農民や町人は村や町の自治を認められ年貢や諸役さえ納めていればあとは自由であり、領主の非法に対しても定められた手続きに従えば戦うことが保証されていた。幕藩体制の中で最も抑圧されていたのはむしろ領主階級である武士・大名である。彼らは「武家諸法度」で為政者としての心構えを示されただけでなく、法度により日常生活まで細かく統制され違反すれば厳罰で処断される状況に置かれていた。なぜ農民や町人には自治を認めて大名・武士には厳しい統制をしたのか。ここを考えることにより、幕藩体制の背後に「国土安全・万民快楽」を求める民衆の強い願いがあったことに気づかせたい。

　３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

江戸幕府成立までの過程を復習

江戸時代の身分制度を考える

大名に対する統制を学ぶ

農民や町人への姿勢を学ぶ


ノートの年表に適切な語句を入れ、幕府成立までの過程をつかむ。

既得の知識を基にどんな身分があったかを考える

自分の考えをノートに書く

各自の意見を発表する

　　　

自分の考えをノートに書く

各自の考えを発表する

ノートの空欄に適切な語句をいれまとめる
秀吉の「国土安全・万民快楽」の約束が反古になったことに注目させる。

そう考えた理由を確認する。

資料⑦武家諸法度、教科書ｐ１１４幕府の仕組みを提示

戦争をなくそうとしていることに注目させ理由を考えさせる

資料⑧農民への掟を提示

資料集ｐ８４の村・町の仕組みを提示

幕府の裁判所に注目させる

４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


　　　　　市の回数が増えたのはなぜだろう？








君たちが農民だったら「刀狩令」に従うか従わないか？





戦国大名の領国の平和を目指す動きをじゃましたのはどのような人々だろうか








戦国大名は抵抗する貴族・土一揆にたいしてどのような対策をとったか？





戦国大名が治水工事をしたり産業をおこしたり鉱山を開発したり、家法を作って家臣を監視したのはなんのためだろう　　　








　国一揆が守護大名を追い出したときこれを喜び支持したのは誰だろう？





　　　　織田信長は銭を何に使ったのだろうか？





　　　農民はより銭を得るためにどんな努力をしただろう？





　　　　織田信長が大事にしたものは何だろう？





国一揆の要求は、誰がどの様にして決めたのだろう？








　　秀吉はなぜ朝鮮を攻め、中国まで征服しようとしたのか？





　朝鮮侵略が始まり長引いたとき農民や漁民はどうしただろう？








　　　なぜ幕府は大名を厳しく取り締まったのだろう？　





江戸時代の諸身分の中で、幕府の最も厳しい監視を受けたのはどの身分だろう？





　戦国大名はなんのために他国を攻めるのだろうか？








